
東成学園を形作った偉人
日本における西洋音楽の黎明期から

東成学園では名だたる音楽家が教鞭を執り、確たる礎を築いていった。

なかでも本学の哲学を醸成した、5人のレジェンドに迫る。

下八川 圭祐

ハンス・レーヴライン

マンフレット・グルリット

砂原 美智子

粟國 安彦

校 歌

昭和音楽短期大学開学時に制定され、厚木キャンパス時代に歌われていた校歌。
歌詞には相模野、大山といった、豊かな自然の情景が織り込まれている。

JASRAC 出 2101262-101

昭和音楽大学校歌
勝 　 承 夫  作　　詞
堀 内 敬 三  作　　曲
中 田 一 次  合唱編曲
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